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1．動機・目的 

私は PC 部で Things という時間割表示サイトの運営をし

ており、時間割の編集をする際に扱いづらい点があった。

後輩の負担を減らし、そして現在利用者が少ない Things

をより多くの生徒に利用してもらうことで生徒の負担を軽

減するために、より管理者にも使用者にも扱いやすくする

ことはできないかと思い改良を始めた。Things の管理者に

とって需要があると考えた時間割編集の簡略化と、豊岡高

校の全生徒を対象に Things に求めている機能についての

アンケートを取り（図１）、比較的要望の多かったタイム

スケジュールの表示の二つを目的として設定し研究を始め

た。 

 
図１ 

2．方法・内容 

今回のプログラムにはフロントエンド言語として

JavaScript、HTML、サーバーサイド言語として PHP を使用

してプログラムを組んだ。JavaScript で記述する箇所は

jQuery を使用することでプログラムの記述量を減らし、プ

ログラムの見易さを向上させた。入力フォームを作成する

form 関数の部分では今まで input 要素で構成されていたも

のを select 要素で構成するものに変え、セレクトボック

スを作成することにした。（図２）これにより手入力の必

要をなくすことで編集の簡略化につながると考えた。そし

て選択肢を時間に変えた物を作成することでタイムスケジ

ュールの表示も可能になるため、同じ方法で利用者の需要

も満たせるのではないかと考えた。データを送信する部分

では ajax 通信を用いることによって非同期通信を可能に

し、サーバーの応答を待ち続け、動作が停止してしまうこ

とがないようにした。（図３）そして通信の秘匿性を上げ

るため通信形式を POST 形式にした。 
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3．結果 

入力フォームを改良したプログラムを記述し、タイムスケ

ジュールの表示をすることもできた。しかし、今回作成し

たプログラムを Things に実装できておらず、実際に動かす

ことが出来なかった。 

 

4．考察 

入力フォームは改善され、手入力をする必要はなくなった

が、一限一限教科を選択して入力する必要があるため、こ

れだけでは管理者の負担を軽減するには不十分な物である

と考えられる。 
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5．結論 

今回プログラムを組むことは出来たがそれを実装すること

は出来ておらず、さらに今回の改良だけではあまり管理者

の負担が軽減できないと考えられるため、今回は改良とい

えるほどの結果にはならなかったといえる。さらに改良し

ていくには、機能を実装してそれが管理者や利用者にとっ

て十分なものであるか確認する必要があると考えられる。 

 

6．今後の課題と展望 

入力フォームを改善するプログラムは記述できたが、これ

だけでは実装できたとしてもあまり管理者の負担を改善す

ることにはつながらないと考えられる。最初は PHP に送ら

れたデータをデータベースに送信することで、曜日、時間

割、タイムスケジュールの三つが対応した時間割のテンプ

レートを作成し、入力を減らすことができると考えていた

が、今回その記述が出来なかったためその部分を完成させ、

Things に実装するのが今後の課題であると考えられる。そ

して今回利用者にとって必要な機能を調べるためにアンケ

ートを取ったが、Things を知っている人、利用している人

がとても少なくそれらの人が実際に利用することで新たに

必要な機能が増えることも考えられるため、より多くの人

に Things を利用してもらい、その意見を聞くことも必要

と考えられる。 
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